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1. 研究背景	
	 東日本大震災に伴う東京電力福島第 1 原子
力発電所（FDNPP）事故によって，放射性セ
シウム（以下，rCs）が福島県を中心に拡散し
た．本事故から 7 年が経過した現在，rCs 吸
収抑制対策が指導された結果，基準値超過米

は確認されておらず 1)，福島県内の農業復興

は着々と進んでいる．一方，灌漑水に含まれ

る rCs の影響を受け，水田圃場の水口付近に
おいて，圃場内の他の地点と比較して rCs が
高濃度の玄米が検出され，局所的に高い rCs
濃度の玄米が発生する可能性を危惧する報告

もある 2）．本研究では水稲試験栽培を実施し

て，農業用水を介して新規流入した rCs のう
ち，とりわけ作物に移行し易い可給態 rCs の
圃場内動態を評価した． 
2. 材料および方法	
2.1 調査圃場	
	 FDNPPから 10km圏内に位置する福島県浪
江町 S地区内に試験圃場を設定した．圃場を
波板で仕切って，幅:5m，全長:80m の流路を
造成し，4種のイネ移植方法（a：5m 無植区，
b：10m 無植区，c：20m 無植区，d：慣行植区，）
による試験栽培を実施した（図 1）．なお，灌

漑水は請戸川から揚水して各区画に取水した．	

2.2 現地調査	
	 各区画において取水口からの距離に応じて

田面水，土壌およびイネ試料を採取した（図

1）．田面水の採水は，各区画の取水量を統一
した掛け流し条件下にて 7・9月に 1回ずつ実
施し，各地点で 60L採水した．土壌試料は，
イネ移植後，中干し直後および収穫期に 5cm
径の土壌採取器を用いて各地点で表層 0−
15cm の土壌を，イネ試料は，収穫期に各地点
で 8株/束を 3束ずつ採取した．また，各区画
の取水口・排水口に流量計，濁度計を設置し，

水・土砂収支を観測した． 
2.3 サンプルの前処理・測定方法	
	 rCs 分析は，ゲルマニウム半導体検出器
(ORTEC GEM40-76；Seiko EG&G Co. Ltd.)を
用いた．一連の評価には 137Cs を用い，各試
料の測定値は試料採取時点に減衰補正した． 
水試料は 0.45µm メンブレンフィルター
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図 1 試験区画および各種試料採取位置	
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